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高速道路には，利用者に安全で快適な走行を提供する

ため，照明，道路状況を知らせる情報板，トンネル内の

換気装置や非常用設備が設けられており，現在その集中

管理化が進められている。当社は従来より，これら設備・

装置の集中管理形態における監視や制御を実現する技術

やシステムを開発し，納入してきた1）2）3）。

本稿では，このような集中管理化が進められる中，ト

ンネル，インターチェンジ（IC），サービスエリア（SA）

等に設置され，受配電設備，照明設備等に対する監視計

測情報収集や制御の自動化を実現する遠方監視制御装置

について述べる。当社が2000年から提供を開始した遠方

監視制御装置は，集中処理型の構成の他，LANを介した

分散処理型の構成が可能であり，従来装置に比較して優

れたスケーラビリティを備えている。

集中管理化が行われる以前は，サービスエリアなどの

施設ごと，あるいはいくつかの施設を管理する管理事務

所ごとに，受配電設備や照明設備等の監視制御対象設備

に対する個々の確認や非常時の判定作業が，係員の手に

よって行われてきた。

現在は，サービスエリアなどの施設や管理事務所に設

置された遠方監視制御装置により，監視制御対象設備に

対する監視計測情報の収集や各種の制御を行っている。異

常発生時には，施設中央局に通知するとともに監視制御

対象設備に対する遠隔操作を受付け，安全の確保と管理

の省力化を実現している。

施設や管理事務所に設置され，このような集中管理シ

ステムを支える遠方監視制御装置には，以下に示す機能

が要求される。

（1）監視計測情報管理／制御情報処理機能
● 個別制御／マクロ制御処理機能
● 応動（制御結果）判定処理機能
● 自動連動制御処理機能

● 監視計測情報管理／積算／集約処理機能

（2）監視計測情報入力／制御情報出力機能
● デジタル信号入力機能（DI）
● デジタル信号出力機能（DO）
● パルス信号入力機能（PI）
● アナログ信号入力機能（AI）

（3）伝送処理機能
● 状態変化時伝送処理機能
● 定周期伝送処理機能
● 要求時伝送処理機能

当社が提供する遠方監視制御装置においては，これら

の機能を単一あるいは複数の遠方監視制御装置コンポー

ネントによって実現している。

この遠方監視制御装置コンポーネントの外観を図1に示

す。

（1）ソフトウェア構成

一般に，スケーラビリティとは，適用するシステムの

規模に関わらず，同じメカニズム（機構，仕組み）が使

用できることをいう。

本装置には，このスケーラビリティを重視した設計を

遠方監視制御装置の構成

遠方監視制御装置の機能

遠方監視制御装置
－スケーラビリティを重視した仕様・構成－
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図１　遠方監視制御装置コンポーネント
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採用している。適用するシステムの規模に合わせたコン

ポーネントの数量や接続形態のバリエーションに関わら

ず，同じメカニズムを使用して前述の機能が実現できる

よう，以下に示す4種のプロセスからなるソフトウェア構

造を採用している。
● 監視計測情報管理／制御情報処理プロセス
● 監視計測情報入力／制御情報出力プロセス
● 伝送処理プロセス
● システム管理プロセス

各々のプロセスは，オブジェクト指向プログラミング

技法を活用して記述し，プロセス間通信によって協調動

作するよう設計している。

（2）ハードウェア構成

システムの規模や管理方法に応じて，集中処理型構成，

あるいは分散処理型構成を採用することが可能である。集

中処理型構成の一例を図2に，分散処理型構成の一例を図

3に示す。

集中処理型においては，基本部となるコンポーネント

単体，あるいは基本部に拡張部となる複数のコンポーネ

ントを追加した構成となる。先述した4種のプロセスは，

全て基本部に実装され，拡張部は基本部から拡張された

バスによって接続される。

集中処理型構成構成は，小規模なシステムや処理要求

が集中する頻度の小さいシステムへの応用に適した構成

である。

分散処理型の構成においては，複数のコンポーネント

がネットワーク（LAN）や通信回線（HDLC）により互

いに接続される。先述した4種のプロセスは，各コンポー

ネントに分散して実装される。

分散処理型構成構成は，大規模なシステムや処理要求

が集中する頻度の大きいシステムへの応用に適した構成

である。

従来装置に比較して優れたスケーラビリティを備えた

遠方監視制御装置について述べた。当社では，今後も本

装置を適用して，システムの規模や管理方法のニーズに，

より合致した製品を提供していく予定である。 ◆◆
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図２　遠方監視制御装置（集中処理型構成）
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図３　遠方監視制御装置（分散処理型構成）


